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»
¼
¶
¶

◇
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
政
令
第
二
六
六
号
）（
総
務
省
）

１

航
空
機
燃
料
譲
与
税
の
譲
与
に
係
る
公
共
の
飛
行
場

に
つ
い
て
、
広
島
西
飛
行
場
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と

と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
外
国
為
替
令
及
び
輸
出
貿
易
管
理
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
政
令
第
二
六
七
号
）（
経
済
産
業
省
）

一

外
国
為
替
令
の
一
部
改
正
関
係

通
常
兵
器
の
開
発
、
製
造
又
は
使
用
の
た
め
に
用
い

ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
技
術
の
提
供
取
引
と
し
て
経
済

産
業
大
臣
か
ら
通
知
を
受
け
た
と
き
に
許
可
を
要
す
る

も
の
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
関
係
）

二

輸
出
貿
易
管
理
令
の
一
部
改
正
関
係

１

通
常
兵
器
の
開
発
、
製
造
又
は
使
用
の
た
め
に
用

い
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
貨
物
の
輸
出
取
引
と
し
て

経
済
産
業
大
臣
か
ら
通
知
を
受
け
た
と
き
に
許
可
を

要
す
る
も
の
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

四
条
及
び
別
表
第
一
関
係
）

２

経
済
産
業
大
臣
の
輸
出
取
引
の
許
可
を
要
す
る
貨

物
と
し
て
、
軍
用
人
工
衛
星
等
を
追
加
す
る
等
所
要

の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
一
関
係
）

三

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
五
年
一
〇
月
一
五
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま

で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
島
根
県
江
津
市
及
び
邑
智
郡
邑

南
町
の
区
域
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並
び

に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
（
政
令
第
二
六
八
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

平
成
二
五
年
八
月
二
三
日
か
ら
同
月
二
五
日
ま
で
の

間
の
豪
雨
に
よ
る
島
根
県
江
津
市
及
び
邑
智
郡
邑
南
町

の
区
域
に
係
る
災
害
を
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
と
し
た
。

２

当
該
激
甚
災
害
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
適
用

す
る
こ
と
と
し
た
。

^

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
等
に
関
す
る
特
別

の
財
政
援
助

_

農
地
等
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の
特
別

措
置

`

小
災
害
債
に
係
る
元
利
償
還
金
の
基
準
財
政
需
要

額
へ
の
算
入
等

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
の
確
保
の
た
め
の
消

費
税
の
転
嫁
を
阻
害
す
る
行
為
の
是
正
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
施
行
令
（
政
令
第
二
六
九
号
）（
公
正
取
引
委

員
会
）

１

中
小
事
業
者
の
範
囲

消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
の
確
保
の
た
め
の

消
費
税
の
転
嫁
を
阻
害
す
る
行
為
の
是
正
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法（
平
成
二
五
年
法
律
第
四
一
号
。以
下「
法
」

と
い
う
。）で
定
義
す
る
中
小
事
業
者
の
範
囲
に
つ
い
て

規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

消
費
税
の
転
嫁
及
び
表
示
の
方
法
の
決
定
に
係
る
共

同
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
組
合

^

法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
組
合
（
組

合
の
連
合
会
を
含
む
。）で
あ
っ
て
当
該
法
律
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
当
該
組
合
の
事
業
と
し
て
消
費
税
の

転
嫁
及
び
表
示
の
方
法
の
決
定
に
係
る
共
同
行
為
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
組
合
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

_

酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
八
年
法
律
第
七
号
）、
輸
出
水
産
業
の
振

興
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
九
年
法
律
第
一
五
四
号
）

等
を
適
用
す
る
際
の
所
要
の
読
替
え
を
行
う
こ
と
と

し
た
。（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

３

都
道
府
県
が
処
理
す
る
事
務

法
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
に
属
す
る

事
務
の
一
部
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

４

権
限
の
委
任

主
務
大
臣
の
権
限
の
地
方
支
分
部
局
の
長
へ
の
委
任

に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

５

そ
の
他

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
（
昭
和
二
七
年

政
令
第
三
七
三
号
）
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ

と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

６

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
五
年
一
〇

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
大
規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
借
地
借
家
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第

二
七
〇
号
）（
法
務
省
）

大
規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
借
地
借
家
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
五
年
法
律
第
六
一
号
）
の
施
行

期
日
を
平
成
二
五
年
九
月
二
五
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
大
規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
借
地
借
家
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関

す
る
政
令
（
政
令
第
二
七
一
号
）（
法
務
省
）

１

大
規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
借
地
借
家
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
五
年
法
律
第
六
一
号
）
の

施
行
に
伴
い
、
罹
災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
の
適

用
地
区
を
定
め
る
勅
令
（
昭
和
二
一
年
勅
令
第
四
一
一

号
）
等
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
土
地
区
画
整
理
登
記

令
（
昭
和
三
〇
年
政
令
第
二
二
一
号
）
及
び
不
動
産
登

記
令
（
平
成
一
六
年
政
令
第
三
七
九
号
）
の
規
定
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
大
規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る

借
地
借
家
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成

二
五
年
九
月
二
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
株
式
会
社
海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構
法
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令
（
政
令
第
二
七
二
号
）（
経
済
産
業
省
）

株
式
会
社
海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構
法
（
平
成
二
五
年

法
律
第
五
一
号
）
の
施
行
期
日
は
平
成
二
五
年
九
月
一
八

日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
株
式
会
社
海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構
法
の
施
行
に
伴
う

関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令（
政
令
第
二
七
三
号
）

（
経
済
産
業
省
）

１

関
係
政
令
の
整
備

株
式
会
社
海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構
法
（
平
成
二
五

年
法
律
第
五
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）の
施
行
に

伴
い
、
次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
に
お
い
て
、
株
式
会

社
海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構
を
追
加
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
〜
第
六
条
関
係
）

^

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
二
八
年

政
令
第
二
一
五
号
）
第
九
条
の
二

_

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
九
年
政
令
第
一
七
九

号
）
別
表
第
一
〇

`

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
三
年

政
令
第
二
〇
七
号
）
第
四
三
条
第
一
項

a

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
七

年
政
令
第
三
五
二
号
）
第
三
九
条
第
五
号

b

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
〇
年

政
令
第
三
八
九
号
）
第
二
条
及
び
第
三
一
条

c

特
定
独
立
行
政
法
人
の
役
員
の
退
職
管
理
に
関
す

る
政
令
（
平
成
二
〇
年
政
令
第
三
九
〇
号
）
第
一
七

条

２

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
五
年
九
月

一
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
株
式
会
社
海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構
法
第
四
条
第
三
項

の
倍
数
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
二
七
四
号
）（
経
済
産

業
省
）

１

株
式
会
社
海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構
の
借
入
金
及
び

社
債
発
行
の
限
度
額
を
得
る
た
め
に
当
該
機
構
の
資
本

金
及
び
準
備
金
の
額
の
合
計
額
に
乗
じ
る
倍
数
は
、
一

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
株
式
会
社
海
外
需
要
開
拓
支
援
機
構

法
（
平
成
二
五
年
法
律
第
五
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
五
年
九
月
一
八
日
）か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

™
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